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大村はまの授業論②

西森 章子
井上 光洋

1。 研 究 の 背 景

1998年6月 に出された教育課程審議会による審議の まとめにおいて、教師については

「教師は児童 生徒 と共に学び考え、児童生徒の問題解決 を助 けてい くとい う姿勢に立つ

こと」や 「教 師は教育の専門家 として、 自らの専門分野の指導力の向上に積極的に努め

る」 ことが求められている(日 本教育新聞、1998)。 また指導方法 について も、「個 に応

じた指導の工夫改善 を一層進める必要がある」 とされ、従来の 「教師一 ・生徒多」 とい

ったいわゆる一斉授業の形のみな らず、テ ィーム ・ティーチングを初め とする個別指導

など、様 々な授業へのアプローチの しかたが考 えられている。 また、教育学分野 におけ

る教師教育 ・授業研究 といった領域では、専門職 としての教師の力量 を定義 してい くた

めに、教師の技術 をいかにとらえるか、また教師の専門的技術 をいかに して育成するか

などの問題が論議 され、それらの問題 に応 じて実践的に数多 くの研究が行われ、それ ら

の知見が積み重ね・られている(生 田 ・吉崎、1997)。

生徒 との関連 において、教師については 「指導者か ら支援者へ」 といった表現の変容

が見られるが、実際の授業において中心 的な役割 を果たすのは教師である。またその機

能 と役割 はかつてないほど重要視 されてお り、授業実践の中では状況に応 じて柔軟な姿

勢をとることが望 まれていると言 えるだろう。 このような中で 「教育の専門職 として」

定評りある教 師の授業のすすめかた と展 開を考察す ることは、現在の教師像 に何 らかの

示唆を与 える と考えられる。 このような考 えにもとついて、これまで西森 らは、 「す ぐ

れた」教師 として、国語教育 における熟練教師、大村はまをと りあげてきた(1997、19

98)。 大村は まの業績については、その国語教育ない し教材の取 り上げ方な どについて

倉澤栄吉(1991な ど)、波多野完治(1990な ど)が あ り、 また鳴門教育大学附属 図書館

には大村か ら寄贈 された子 どもの学習記録 を中心 とする 「大村はま文庫」が設置されて

いる。その他 にも筑摩書房 より 「大村 はま国語教室」全15巻 、 インタビュー記録などが

現存 してお り、野地潤也氏の尽力があった として も、一人の教師について これ ほどまで

にその足跡が残 されているとい うのは驚 きである。

井上(1988)は 、,「ベテラン教師の授業 とい うの は、そこに見 られる様々な知識 ・知

見 ・考えが客観的に記述 されることを通 して、他の教師にとって も同様 に実現 ・実施可
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能であ り、伝達 できる もの として受 けとめたい」 「授業一般 についての知見を教育実践

の中か ら得なければ、積み重ねのある共通 の財産 にしてい くとい うことはできない」 と

い う考えか ら、斎藤喜博をはじめ とするベテラン教師に注 目し、その授業記録 を分析す

ることによって教師の教育技術ないし授業技術 を解明する研究 を行 ってきている。

本研究においては、大村は まという一人のベテラン国語教師に対する回想録の分析結

果から得 られた枠組みをもとに、現存する授業実践記録における教授行動の分析 を行い、

ベテラン教師が 身につけている教育技術 を明 らかにす ることを主な目的としている。そ

して今 日の教育的、社会的状況の もとで教師 に求め られる教育技術 とは何かについて考

えてゆ きたい。

2.大 村はまに対す る回想録の分析

大村 はまが公立中学校教師の職 を辞 して既に10余 年以上 となる。 したがってその指導

の実際が どのような ものであったのかを知るのはや さしいことではない。 これに対 して

は、大村は ま自身に よる多数の著書があ り(1989、1996な ど)、 これらを通 して、大村

はまの授 業の様子及び授業論 を推察するこ とは可能であるが、同時 に大村はまか ら学ん

だものの立場か ら見ることによって もその事実 を明 らかにしてい くべ きであると考え、

西森 ・井上(1997、1998)は 、大村はまという教師の実像及び授業の事実に迫るべ く、

キーワー ド抽出 ・構造化法 という方法を用いるこ とによ り、大村はまに対する回想録24

人分 を分析 している。詳細は別稿にゆずる として、 この分析の結果、以下の点が明らか

になっている。

① 授業に取 り組む姿勢

② 展開された学習の内容

③ 指導方法一子ど も一人一人への対応

特徴 となる点のそれぞれの内容については、表1に 整理 した。 これを見る と、大村は

まについて回想する人達にとっては、教材 に対する考 え方及びそれに基づいた授業が特

に強い印象 となって残 ってお り、 また同時 に大村はま自身 も、教材に対す る考 え(材 料

は教師 ・子 ども双方に とって新鮮であること、な ど)が あ り、それが実際 に展 開された

指導 ・学習内容にも反映 されていた(表1)。

3.本 研 究 の 目的

本研究では、前述 した回想録の分析 を基 にして、大村 はまの授業の事実 としての授業

記録 を客観的に対象化 し、授業 の展 開及び教材の利用方法を教授行動の視点か ら分析す

ることによ り、大村は まの教育技術 および授業論 を見いだすことを目的とす る。

前述 したように、大村 はまの授業の実際が どの ような ものであったのか、例えば どの
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表1大 村はまに対する回想録の分析結果

特徴となる点 解 説 教師自身の認識

(大村はまの)
・大村はまの自己に対する厳 しさ

、授

①
授業に取り組
む姿勢

業の確かさを回想する人が多い
・想起 されることの多いカテゴリー と

して「学習内容」がある(2と の関連)

展開された学 ・「学習内容」の特徴 と して、 「単元 ω 身の回りにあるというのは、教師の

習の内容 学習」及び 「新 しく発掘 された教材」 生活、子供の生活に関連するという

などがある、多様な種類の教材 ことを指す、教師子供双方にとって

② ・教材 としては、身の回りにある材料 「新鮮」であることが重要

が利用される (イ)長期的な視野(過 程)で の材料収集
・最初から教材としてあるのではなく、教師 を行 う、子供が材料収集に参加する

が見出した「材料」を「教材」にしていく よ う にな る。

指導方法 ・「大村先生の丸椅子」という道具 ㈲ 「寄り添う」「見下ろさない」ことが必要
一子 供 一 人一 ・個別指導 をf)「(戦後の状況〉やむをえない こと」

人への対応 であり、その時点で 「教育 とは結局

③ 個人個人のもの」であることを認識

する

ω 授業への しこみを必ず行 う、発表の

前には 「(話す)種 を持たせました」

注 仔)は大村はまに対するインタビュー記録(「 教師であり続ける」、NHK1983年 〉による補足

ような教授行動がとられていたのか とい うことを直接的に探 る手掛か りは少ない。NHK

において昭和51年(1976年)8月 に放映された 「教 える～教師生活48年 ・今 も教壇に立

つ先生を追跡 ～」 にも、その授業の一部が写 しだされているのみである。 これに対 して

井上は、1978年 に開催 された研究授業 を映像の形で記録 してお り、本研究ではこの映像

記録 を対象 として分析 を進める。

4.大 村はまの実際の授業

(1)対象 となった授業

分析 の対象 となった授業は、昭和53年(1978年)6月9日 、東京都大田区立石川台中

学校の3つ の1年 生 クラスにおいて行われた。表2は 、「大村 はま国語教室1」 『国語単

元学習の生成 と深化』に所収 されている 「私の研究授業一覧」か ら該当す る授業記録の

部分 について抜 き出 し、その内容 をテーマ、単元名、用い られた資料(教 材)、 あ らま

しに分類 し、授業記録 と対応 させ なが ら整理 した ものであ る。 同じ日に3つ のテーマの

異なる授業が展開されているが、これについて大村はまは、「「あらま し』 は、その単元

全体のあ らましであ り、年月日は、そのなかの研究授業や実験授業の当 日を指 している。

同年月 日で、二 ない し三の授業があるのは、研究授業 ・実験授業の際、二 ない し三時間、

別の学級 、別の単元の学習を展開 したか らである」 ことを説明 している。それぞれの授

業の展開過程 のうち、導入部分 を表3、 表4、 表5と して示す。
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表21978年6月9日 に行 われ た研 究授業

大村はま国語教室1・ 「国語単.元学習の生成と深化」(1982、筑摩i書房)「私の研究授業一覧」より

第1校 時 第2校 時 第3校 時

テ ー マ 国語学習発表会 本を探 しあう、知 らせあう 単語の種類

(単元名♪ 発表
こんな本がありました
～手紙～

ようすを表すことばをつけて

みよう

○朗読の資料 「ひば りの子」 「こんな本があれば読みたい」 ○ 「旅の絵本」安野光雅

「中等新国語一」(光村図書) (全員の「読書生活の記録」から) ○教科書(文 法のページ)

○岩波児童図書目録 ○便覧(文 法のページ)

○岩波少年文庫解説目録

資 料
○岩波文庫ジュニア60選

ONHKブ ックスジュニア目録

○借成社、学研、小学館、講

談社、筑摩書房、福音館、

さ ・え ・ら、小 峰 書 店 、岩 崎

書店、ポプラ社の目録

○国語学習の準備の総括 ○いろいろの目録を見る。友 ○ さまざまな生活場面を細か

○発表会の内容 達の 「こんな本があれば読 く描いた 「旅の絵本」によ

司会 みたい」 といっている本が っ て 、 まず 動 詞 を拾 い 、 そ

開会 ・閉会のことば あ っ た ら書 きと め る 。 れを修飾することば、その

あらまし 友達の紹介 ○見つけた本を、その友達に 動作の主、その修飾語、そ

詩の暗唱 知 らせる手紙を書 く。 れらを短文にまとめるとき

スピーチ 「中学校生活50日 」 の付属語というように、い

朗読 ろいろの品詞のおよその理

研究発表 「私たちの朗読」 解 。
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表3:第1校 時 「国語学習発表会」授業記録(部 分)

時間

(分)
授業展開 教師の行動 学習者の行動 備考

0 あい さつ

第9班による司会発表 佐々木(開 会の言剰

松本(友だちの紹介「秋本くんとは」)

佐々木(友だちの紹介「松浦さんとは」)
松浦(暗 唱 「海」)

松本(ス ピーチ 「厳 しいんだなあ」)

佐々木(「 先輩という言葉」)

5 松浦(友だちの紹介「佐 木々さんとは」)
「やり直 しなさい」

秋本(友だちの紹介 「松本くんとは」)

全員(朗 読 「ひばりの子」)

秋本(ス ピーチ「これが小学校と違う」)

松浦(「小学校の教室」)
「下に置いちゃだめよ」

佐々木(暗 唱 「うつくしい もの」〉

10 秋本(閉 会の言葉)

「ち ょっとね、時間があるのでね、アンコール しましょ

う。」→佐々木 さん、松浦 さんを指 名

佐々木(暗 唱 「うつ くしい もの」)

「下に置いてしまうでしょ」「みんなの顔ちょっと見て、ね」

松浦(「小学校の教室」)
「時間が あるか ら松本 さん、どう?ス ピーチ」「さっき

よりも少 しゆっくり」「みんな 見なが らね」

松本(ス ピーチ 「厳 しいんだなあ」)

「閉会の言葉のアンコールって ことないけ ど」

15

「ご苦労 さまでした」「みなさん、ちょっ と入れ替わる

前に思 ったことをプログラムでいいか ら書いときな さ
い。ちょっとね」

第8グ ループによる発表 市川(開 会の 言葉〉
6 柿崎(友だちの紹介「市川くんとは」)

市川・柿崎(朗 読「ライオンのお父さん」)

坂入(友 だちの紹介 「大野さん」)

大野(ス ピーチ 「心細 くなったとき」)

柿崎(院 輩とは」)
20 坂入(「.ヒ級生」〉

市川(「 不安 になった とき」)

「みんなの方を見なさい」

全員(暗 唱 「海」)

「ん、いっぺんや り直せ ばいいわこれか らね」

市川(友だちの紹介「柿崎くんとは」)
25 全員(朗 読 「ひばりの子」)

大野(友だちの紹介「坂入さんとは」)
30 大野 ・坂入(朗読「ライオンのお父さん」)

大野(閉 会の言葉)
ア ンコー ル 「何 アンコールしましょう」「成田 さん」

「返事した?」

「どれアンコール しますか?」

雛 の聞きたい?」

成田 「ライオンのお父さんというのと…」

「ああ、そうですかそれじゃあライオンのお父さん続けてどうぞ」

「さっきよりもう少しゆっくりぐらいのほうが・・いかと思うけとコ

市川・柿崎 〔朗読「ライオンのお父さん」)

「上手」

「穂高 さん」「あ なたも、もう一度お願いするの、どれ?」

「返事した?穂 高さん」

穂高 「わたしは 「ひば りの子」の一節

がすごく声が大き くて良か ったので

もう一度やってもらいたいと思います」

「「ひばりの子」評判がいいですよ。」

全員(朗 読 「ひばりの子」〉
「ついでに 「海」をやって くれません?み ん なでね」

「ヂひば りの子」 ぐらい にやって。」「題 は誰が読むこと

に、言 うことになったの?」

35
'「決 ま
ってなかった?」
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表4:第2校 時 「本を探 しあう、知 らせあ う」.授業記録(部 分)

時間 授業展開 教師の行動 学習者の行動 備考
0 あい さつ さ、それじゃあ、始めましょうね。おはようございます。

おは ようございます、

今日の課題 今 日は、その複写便箋にお手紙を書 こうと思 うの、昨日出 して くだすっ
たのを見 ましたけど、三人 ぐらい出てる中に、 まだ本が誰のも、 ちょっ

とも見つか らないって言うことがあ りま した。

それは初めに見 た目録によることだか ら、ないか らいけないって ことは

あ りませんわね。

で、それがあるまで もう少 しゆっくり目録を見てか ら書 きたいとは思い

ましたけれ ども、この間ああいうわけで抜 けたりしたか ら時間が ちょっ

といっぱいになって しまいました。

ね、それでね、今 日その人、三人、私が知 っているの三人ですけれども、

そのグループの方の誰かのを見つけた方が ある と思 います。

そのグループであ りますか ら、それを聞いてそ して手紙を一緒 に練習 し
たいと思 うんです。分か りました?

課題;手 紙を一

緒に練習 したい

知っている人もあるけど、ち ょっと手あげて下 さい。誰のも書 くこと出

来ないような探せていない人、手挙げて下さい。

あっそ一う。一人。二人。そこはちょっと大変だわね。

じゃここはいいわね、融通がききますね。梅沢 さんのをちょっと見せ て

あげてね.こ れがある..

で、そこのお隣 りか ら聞いていいです。ね、どういう、誰のが どこにあ

るかって聞いて、種をもらってよろしい。

そこは困 ったわね。そこは誰ですって?な いの。 じゃないの?
いや 、 い ませ ん 。

言うことないの?な いの?

いや、あ ります、

あ りますか?そ れ じゃあ、こっちの席 ないんで しょ。

さ、それ じゃ安心.だ いたいはありますね。

みなさんの出した銀告を見ましたらね、ずいぶんよくいろんなの探してありました

あれっきり時間がなかったのに、で、今 日はそれのどれかを書きたいと思います、

報告(生徒が提

出した)を基に

便箋の説明 これ、初めて使い ますね.こ れはなんて言うのかな?見 て.ドさい。
コクヨっていうのは名前ですね。会社のね複写便箋って言 うの。複写便

箋ってい うの.籔 っていうのは一枚、一枚 の紙のことですね,

さあ、いっぺんで聞きな さいよ。これはねえ、二枚でセット、ひらけてご覧

なさい。こうい うふ うにね、バ ックカー ボンっていいます、バ ックは後

ろっていうことでしょ。カーボン、バ ックカーボンの紙って言うんです、これ。

5 それ じゃワンセッ トの後ろにいれるの、入れてご覧な さい。.ド敷きを、

薬のついている紙何 もついていない紙,そ の ドに下敷 きを入れるの.入
れてご覧 なさい.

誰 も間違 えてない?大 丈夫?自 信満 々?ち ゃんと人れたつ もりだったな
んていうのだめよ。つ もりじゃ、大丈夫なの?

どっか.篤かしていい?驚かして…あのね、この無はね,いっへん書いちゃったら消せないの ね澗 違えると

ないても怒っても消せないの.ね澗 違えると泣いても怒っても消せないの..だから気をつけて書くのよ.ね.

何の手紙かな?お 友達にね、こういう本、こんな本があ りましたって知

らせてあげるの。そ うするとそいまいにできたら自分の本 を頼むの。

一番初めにね、開会の言葉みたいなことをね、あの時勉強 したようなちょっと

した挨拶を入れたいと思うの。わかる?今 いろんな人のを聞いてみてよさそう

なのを書きましょう,ね 。ちょっと考えてみて,今 日はどういうお天気で…

もう聞いていい?開 会の吉葉の要領ね.

じゃ、誰さん って言った ら 「はい」 って 言ってね。 なにはともあれ、何

か言って下 さい。いい?下 手上手な一しね。何 も言わないのは まず いけ

ど、下手なのは勘定 にしないことに しましょうね。誰からがいいかな?

書き出し、挨

拶(季 節)

A
じゃあ女子か らに しましょうか。こうい うことは女子の方が うまそうだ、

相沢 さん.ど うぞ。

はい 。 女子生徒

ああそ一う?相 沢 さん。
は い 。

はい 。

外の緑 もさわやかで…。

風 も気持 ちがよ く…,

佐藤 さんが聞こえないんだって。だか らもう少 し大 きい声で言って、ね。

外の緑もさわやかで…。

風 も気持 ちがよ く…。

うん、 どうしようか..

夏 らしくなってきました。

B ああいい じゃない、それでね。さあそれじゃ、今度はせい さん。 男子生徒
はい 。

10 どんどん
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表5:第3校 時 「単語の種類」授業記録(部 分)

時間 授業展開 教師の行動 学習者の行動 備考
0
1

あい さつ はい始め ましょう、おはようございます。 おは ようござい ます。

前回の復習雁 認)① 「大丈夫だ と思 うけれ ども、昨日まで書いたのをちょっ
とね、読んでみ ませんか?合 わせてみ ましょう」

「伊達 さんに読んで もらいましょう」

伊達 「書 く。離す。答 える。話 し

合う、話 しかける。呼 びかける。

見る。見合 う。曲げる。交渉する。」

安野光雅 「旅の
絵本」2場 面

「それは1で すね。 もう一つですね」

伊達 「揃える。貸す。買 う。払 う。

約束す る。承知す る。待つ。引 く。

引っ張る。渡す。ふけこむ。」
1

「はい、あ りがとう。ここまで何か違ってなかった?」

前回の復習(確認〉② 「今度は相沢 さん」「はいって言った?」

「返事 した?」 「今 したのね。相沢さん」

相沢 「利用する。着る。着用する。

かぶる。思 う。考える。決める。

決定す る。ま とまる。喜ぶ。安心

す る。ほっとする。安著する。」

それから? .相 沢 「茂る。ふ く、ぬれる。そよ
く㌧ 願う。頼む。頼み込む。うが
いする。絶望…」

「あのね。そ よぐの後。もういっぺん読んで下さい」

相沢 「願う。」 発音の違いを指摘

「この2枚 目でみなさん どう?大 丈夫なの?あ っそう。」

「それじゃあ、今度は3枚 目読んでもらいましょうね」

前回の復習(確認〉③ 「じゃ、伊藤 さん。読んで」

伊藤 「は く。広がる。続 く。突 き

出る。遊ぶ。」

「あれ?突 出するは?突 き出 るの後 に、突出する

が入ってない?」

他 「入ってる」「入っています」

「あれ?」 伊藤 「遊ぶ」「盛 り上げる」

「飛ぶがあると思 うけど。飛ぶないですか?」

伊藤 「食べる,振 り.ヒげる、食べ

る。草を食む。」

「草 はい らなか ったの、食む。」

伊藤 「む く。踏む、ある。」

「あれ?踏 むってないですか?」 伊藤 「言いましたよ」
「言ったの?あ 、そ う、聞 こえなかった。ごめん」

「あれ?」

伊藤 「め ぐる。分れる。分岐する

家が建つ、」

=

5 「あれ?建 つだけでいいの。」「繁茂するでしょ」

伊藤「繁茂する。並ぶ,並 び立つ、光る」

他 「え～?」

「光るが変な場所にあったわねえ。もっと前にあ っ

たと思う。 ひとつ危なくない?」

前回の復習(確認)④ 「そのページが今、ちょっと怪 しかったわね。もう
1人 、ちょっと読んでみて。野村 さん、読んでみて」

野村「はい。は く。広が る、草原…」

「はくだったと思 う,服 だったからね」

野村「はくc広がる。草原c続 く。遊ぶ」

「ん?少 し危 なっか しいね」 他 「草原?」

前回の復習確 認)◎. 「ちょっとおか しいね。清田 さんは?」

「読んでみて。抜けてないんでしょ。ちょっと、じゃ」

清田 「はく。広がる。草原。」

「あれ?」 「続 くじゃない?」

清田 「あ、続 く。草原?」

「草原は入ってない」

「あのね、草原が続いてい る6て い う話があって

続 くを書いたの よ」「草原 はここへ は書かないの よ。

突 き出るでしょ。その次」

(2)分析の視点

分析の視点 として、つ ぎのa)か らd)の4つ を想定 した。

a)そ れぞれの授業の中に見 られる授業の展.開
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a-1共 通する/異 なる展開

a-2授 業展開の特徴

b)そ れぞれの授業の中に見 られる大村はまの教授行動

b-1共 通する/異 なる教授行動

b-2教 授行動の特徴

c)生 徒の 「学び」 ～子 ども一人一人への働 きかけとの対応～

d)素 材の教材化

特 にc)お よびd)の 視点 は、回想録の分析結果 から導 きだ された知見 であ り、 ここ

での大村 はまの教授行動 を見取 ってい く際に重要な ものであると考える。

(3)結果 と考察 ～大村はまの教授行動 ・3つ の授業 を通 して～

a)そ れぞれの授業のなかに見 られる授業の展 開

授業展開の実際 については、それぞれの映像 記録お よびそれに対応 した逐語記録か ら

学習の内容 を同定 し、学習の展 開の段階に分 けるという作業 を行った(表6)。 表6か

らわかるように、授業のテーマ に即 して、それぞれ異なる授業の展開が とられている。

これ らの授業の展開 を、井上(1988)の まとめ た大村はまの単元構i成(図1)と 合 わせ

てみる と、第1校 時 「国語学習発表会」 は 「国語学習の準備の総括」 という目的の もと

に進め られているために、単元構城 の後半部分 に位置 している。ここでは、教師 による

学級集団全体 に対する指導は行われておらず、生徒 による発表にほとんどの時間が費や

されている、 またこれに対 して、第2校 時 「本 を探 しあう、知 らせあう」 及び第3校 時

「単語の種類」は、単元構成の前半部分の授業過程 に合致 してお り、全体 的な指導から

個別的 またはグループ指導を進めるまでが本時の記録 となっている。

表6:各 授業 ごとに異 なる授業の展開

時限 1 H 皿

テーマ 国語学習発表会 本を探 しあう、知らせあう 単語の種類

1.あ い さつ 1.あ い さつ 1.あ い さ つ'

2.第9グ ルー プ発 表 2.前 回の内容確認

3.ア ン コ ー ル (A～E)

4.第8グ ルー プ発 表 2.本 時の課題の説明 3.本 時の課題 の説明

5.ア ン コ ー ル 3.道 具の説明:便 箋

(拍手の しかた) 4.挨 拶の書 き方説明

学習 6.先 生による評価 (A～H)

展開 7.発 表学習の進め方に 5.個 別学習
ついての提案 (机間巡視、指導) 4.グ ル ー プ学習(机 問

6.続 く挨拶の説明 巡視、指導)
7.本 の紹介の しかたの

説明→筋(す じ)
8.学 習記録 の記入

5.学 習記録の記入
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第
2
校
時

「本
を
探
し
あ
う
、

知
ら
せ
あ
う
」

第
3
校
時

「単
語
の
種
類
」

全体的な指導

↓

■学習内容 と課題の提 示

■学習の手順 ・方法の提 示

圏生徒.一人.一人の課題の提 示

個別的な指導
グループ指導

↓

■学習課題の個別的 ・グループ指 導、机間巡視 による指導(異

なる発想 ・考え方 ・表現 の重視)

↓
第
1
校
時

「国
語
学
習
発
表
会
」

まとめの作業

↓

学習成果の発表

■学習の成果 をプリン トに、一人一人 まとめ、 クラス全体で

冊子 を作 る

■同 じ考 え方、異なった発想 ・考え方、新たに気づいたこ と

を学習の成果 として発表 し、結 論 をまとめてい く

図1大 村はまの単元構成(井 上、1988よ り)

b)そ れぞれの授業の中に見 られる大村 はまの教授行動

次 に3つ の授業に見 られる大村はまの教授行動 について考察する。共通に見 られる も

のとして 「連続性の重視」があげ られよう。 この 「連続性」 には2つ の意味があ り、一

つは前時の授業 と本時の授業の学習課題 とを対応づける 「連続性」への働 きかけを指す。

例 えば表4お よび表5の 授業記録においては、授業の最初の部分 で 「今 日は、その複写

便箋 にお手紙を書こうと思 うの。昨 日出 して くだす ったのを見 ましたけ ど(略)」、「昨日

まで書いたのをち ょっとね、(略)合 わせてみま しょう」 と大村 はまが切 りだ し、前時

に行 われた授業 を生徒が想起するような働 きかけ をお こなっている。 もう一つの 「連続

性」への働 きかけ・は、本時の中で生徒が多様な意見や表現を出す なかで、それ らの意見

や表現 を生徒が相互 に影響 しあ うこと、 または他の生徒の意見や表現 を自分のそれ と関

連 ・比較させ るよう指導 していることである。

また第2校 時および第3校 時においては 「勉強 を書 き残す」ための学習記録のとりか

たについての指導を行 っている。この学習記録 には、生徒がそれぞれ授業の中で取 り組

んだことや授業のなかで感 じたことを書 き込むように指示 されている。

その他のものとしては、国語教室における 「きまり/ル ール」 の指導である℃ 表3及

び表5に しば しば見 られるように、表現の明瞭性 に欠ける生徒に対 して、 「や り直 しな

さい」「さっきよ りも少 しゆっ くり」 「みんな、見なが らね」 というふうに言葉で働 きか

けた り、「返事 した?」 と即時 に問い返す(即 時的 フィー ドバ ック)こ とによって生徒

に対 して、不十分である点 を知 らせ、生徒 による 「明確 な」応答や表現 を求めている。

これは恐 らくこれ らの授業が実施 された時期 と関連 している と考 えられる。つま り中学

校一年生になって一 ケ月余 りの段階では、まだ学級集団として組織 されてお らず、また

大村 はまが希求 した 「自分の言葉で表現す る」 という学習意欲 ・態度 に生徒たちが至 っ

ていなかったために.とられた教授行動 であろう。
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c)生 徒の 「学び」 ～子 ども一人一人への働 きかけとの対応 ～

また第2校 時、第3校 時の授業 においては、つねに机間巡視 を行 うによって、生徒 と

対話 を行っている。ここでは問違 いの指摘 ということではな く、教師は生徒 と対話 し、

解明行動 をしてゆ くなかで生徒に新たな気づ きを促 し、獲得 させ ている様子 を読み取る

ことがで きる。例 えば表7に あるように、「立つ」 という言葉に、動作 を現す言葉(副

詞)を つけるのに戸惑 う生徒 たちに 「誰々と立 っているとかね。腰曲げて立 っていると

か」「だるそ うに立っている とか。ね。」「熱心に話 してん じゃない?」 「一生懸命話す と

かね。」 とい うように具体的 な例 を挙げなが ら、異 なる表現方法を一人一人の生徒 に提

示 し、そのなかで生徒は自分の感覚 ・感性 に合致 した表現を選択 した り、対話によって

新たな表現 を見いだ していっている。

d)素 材の教材化

大村 はまが授業の中で教材 をどのように取 り上げていたか を明らかにするために、第

3校 時 に実施 された授業 「単語の種類」 を対象 とす る。ここでは動詞 につながる様子 を

表7:子 どもへの働 きかけ(第3校 時 「単語の種類」/机 間巡視の場面 より)

時間 教師の行動 学習者の行動

15

「誰 々と立 ってい る とかね 。腰曲げ てiケ:っている とか」 新たな見方 ・

表現の提示

「両足 で 、ン1ってい る」

「だ るそ うに ウ1ってい るとか。ね。」 「い いで しょ」

先生移動する 「たつ」 女 ∫・2人

「うんたつのここが違う」「熱心に話 してんじゃない?」 新たな見方 ・

表現の提示

「う一ん。そ。」「あ一 そ う。

そっか」

「熱心」

「うん、そ う、一一・生懸命に話 してん じゃない?わ かりいいと思って」

「あ、じゃあ熱心に話 し
ている」

「そういうふうにとるの」

.先生.移動する 男 ∫一2人

「 ・'1懸命 話す とかね。」

「両 方。」

「話す と きに、こうでしょ」 身振 りする

「どうしても聞いてほしい話 しとか。そ。話そう話そう」

「話しかける。熱心か」

「どんなの書いたの?」 他の班を見る

20

「喜んでいるようには見えないんだね」 「うん」 .男子1人

「ね 、だか ら渋 々答 える とか、や っ と答 える とか。 ねそ うい

うふ うにや って ごらん、」

新たな見方 ・

表現の提示

「こっちの人は指なんかこうだ して大変熱心で しょ。相手の
ほうはそれほど熱心 じゃない。しょうがないなあと思ってね,

ね。ね、仕方なしにとか、ね、それからやむを得ずとかね。
渋々とか。そういうふうに考えてみれば?」

新 たな見方 ・

表現の提示

「これで 、あな たの これ は、 これで いい で しょ。こ れで もい
いの。」
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あ らわすことば、すなわち副詞 および主語 との関連 を見つけださせることをね らい とし

てお り、安野光雅作 「旅の絵本」が教材化 されている。この授業では、旅 の絵本の第2

場面(3～4頁)の みが利用 されてお り、静止画であるひとつの場面 から70の 動詞を子

どもたちに読み取 らせ、表現 させている。 「旅の絵本」第2場 面 には、他の場面 に見 ら

れる 「しかけ」 はな く、静止画場面 に描 かれている事物事象 も相対的に少 ない。 しか し

描 かれている事物事象が少 ない分だけ、生徒は場面全体に含まれている事物事象 を知覚

し、表現 を認識 しなくてはならない。 したがって この授業 において、大村 はまは、生徒

たちに人間の生活のみならず、自然環境 に対応する動詞 を含め、1つ の場面 をまず じっ

くり見る、す なわち読み取 ることか ら始めさせ、そこから動詞 としての表現 を多様に見

とらせている。藤岡(1998)の 「教師 にできることは、子供 に経験の場 を準備す ること

であ り、その経験 を自ら意味付 けるように促す ことである」 という言葉 にもあるように、・

子 どもを絵本 に向 き合わせ、その中に描 かれた事物事象 を意味付け させてい るのである。

大村はま自身は教材 に関 して、「その材料 の力 って ものが大 きいですか ら、 自然 に子

どもが、私 とい うよりもそれ を書かれた方、作 られた方たちに直結 していって しまいま

すね。本当は読むと言ったようなこと、材料を活かす とはそういう姿でない といけない

ので(後 略)」 .と述べてお り、よい材料 には力があ り、それを教 師が生徒 に示す ことに

よって、生徒が作者の表現やその表現の うらにある意図に近づ くということ、す なわち

それが 「読む」 とい うことになる、 と考えている。またこのような 「材料」 を探す とき

の手掛か りとして、「探す 目処 は一つの生活の断片が出てる と言 ったような写真…そこ

か ら気持ちな り情景な りを豊かに描 いてい くことがで きるようなという意味で集めて。

一冊の写真雑誌から一枚あればいいっていうぐらいの ことですけれ ども、(略)、 それを

もとにして文章 を書いた りします と面 白いんです」 とあるように、常 に生徒 にとって身

近な生活 に近い もの を材料 として選ぶ ようにしていたこと、それによって生徒は気持 ち

やイメージ、情景 を豊 かに描いてい くことが可能であることを指摘 している。

したが って、大村はまはこの授業においては、場面の中に描かれている人物や事物の

様子や動 きを生徒 に読み取 らせ ることによって、それ とともに生徒 自身のζ とばで表現

させ よう支援 してお り、それ を実現す る手がか りとして 「旅の絵本」 を利用 したのであ

る。

(4)まとめ～大村はまが授業において 目指 したもの

これ らの授業記録の分析 から、大村 はまが 目指 した授業 とはどのようなものである と

言えるだろうか。また大村はまは、授業の中で生徒が本当 につけなければいけない力 と 、

してどのようなものを想定 していたのであろうか。その一つ としては 「社会において 自

己表現する力」が、今 回の分析お よびNHK「 教える」 におけるかつての教 え子 の言葉

よ り取 り上げることができる。それは例 えば第1校 時の 「国語学習発表会」 ではや り直

す、ゆっくり話す、前 を向 く、返事 を(正 確 に)す ることを求める言語的な働 きかけに
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あ らわれているし、第2校 時の 「本を探 しあ う、知 らせあ う」では手紙(挨 拶文 ・紹介

文)の 書 き方お よび辞書の引 き方の指導、そ して第3校 時の 「単語の種類」での、新 たな

表現の仕方 と方法へ導 く、机間巡視 における働 きかけにあ らわれていると言えるだろう。

5.課 題 と今後の方向性

本研究では、大村はまの授業行動(言 語行動)を 中心 とした分析 を行い、以下の よう

な知見が導 きだ された。

① 多様 なテーマの単元学習 と内容に即 した学習の展開

② 授業 問お よび授業内における連続性の重視

③ 即時的フィー ドバ ックを用いることによる 「基本的な表現のスキル」の学習

本研究では、授業記録(映 像記録お よび逐語記録)よ り大村はまの教授行動 ひいては

授業論 に迫ることを目的 としたわけであるが、今後の研究の方向性 としては次のような

課題がある。

○生徒側の授業の認識

授業が実際 に展 開するなかで、大村はまが どのように生徒 に対 して働 きかけたか とい

う視点 とともに、生徒 は教師側 からの働 きかけを受 けとめてどのように学習 を進めたの

か、その情況 を明 らかにする必要がある。従 って今 回取 り上 げた授業実践 とそれに対応

した生徒側の記録(鳴 門教育大学附属図書館 「大村 はま文庫」所蔵)を 突 き合わせるこ

とにより、教師側 の働 きかけ、生徒側の授業過程への認識および教材 の扱いかたの実際

を探 る。

○教室運営の過程

中学校 における授業の場合 は、教科お よび教師によってその教室の性格が決 まって く

る。 したがって教室の中心 となる教師が どの ような教育技術 を用いて教室運営 を進めて

いったのかを、学級集団作 りが出来上がっている時期 と見なす ことができる1977年11月

に行われた授業実践3つ も対象 として、1時 間のみならず長期的なスパ ンから眺めてい

く必要がある と考 えられる。

大村はま自身はその著書 「教えるとい うこと」「あとが き」のなかで、「国語教室 を語

りなが ら、そのなかに、国語教師 も語 り、教育者 も語 り、人間 も語 り、教育その もの も

語 っていたということであったと思います」 とその思いを述べている。 したが って大村

はまが当時 目指 した ものは、国語教育のみに とどまらず、「教 える/学 ぶ」 とい った事

実に対 して深 く幅広い示唆 を与えるものである と言えるであろう。
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ResearchonTheoryofTeaching(2)
Anexcellent,experiencedteacher,OmuraHama

AkikoNISHIMORIandMitsuhiro】[NOUE

Inthisstudy,theauthorstakeanexperiencedteacherOmuraHama,whohasb㏄nteaching

Japaneseinseconderyschool,andtdestoseethereasonwhyOmuraiscalled``anexellent

teacher"inJapan.

ByusingtheStructuringmethodofKeyword,andanalysingtherem孟niscenceaboutOmura,

theauthors.fbundthatshewasteachingwithmanythings(books,advertisementpaper,picture

booksandsoon)shefbundinherσa童lyiifb.Andshedevelopedthemasherteachingmaterialsin

herclassroomwithherstudents.

AnalysingthreeVTRs,theauthorsrecognizesomeinstructionalpattemsinherclassroom.

Communicatingstudentsandusingherteachingskillsandherexperiences,shehasapurposeto

dobestteacing.Theyare,(1)guidingstudentstofindnewviewpointsbytalkingaboutwhathe/

shewasdoing,leamingandthinking.(2)teachingbasicskillsforsma綻presentatlon(howto

express,askquestionsandreplythem).


